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第 242 回例会
日時：2022 年 11 月 10 日（木）　於：YSP 八戸　有限会社三浦輪業商会 12：30 〜　

▶司会　村岡徹弥 SAA　▶ビジター　なし　▶ゲスト　なし

　皆さんこんにちは。今日は三浦さん、ロータリーの為に会社訪問をさせていただき本当に
ありがとうございます。感謝申し上げます。私は、こういうお店に入るのは初めてなので、
とても興味深くあちこちをウロウロさせていただいていましたけれども、実はですね、10 年
ほど前にこちらから除雪機を買わせていただいておりまして、その年の前の年がすごい雪だっ
たんですよ、それで保育園までたどり着けなかったんです。そういう思いをしたもので、こ
れはもう除雪機がないとだめだということで、こちらから購入させていただいておりましたが、

会長要件（小林周子　会長）　

出席率向上ついて（村岡徹弥　会員）

その次の年から全然雪が降らなかったんですよね。そういうこともあって今はうちにありますけれども、いつかまた活
躍できる日が来るのかなと思っておりました。バイクに関しては全く知識も何もないので、いろいろな事をお聞きして
勉強させていただきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
幹事報告（畠山徳陽　幹事）　

・先週お弁当から食事にすると話しましたが、新型コロナウイルスの感染者数が増えています
　ので、お弁当に戻したいと思います。
・11 月 28 日、大嶌さん、島浦さん、悠平さんが、インターアクトの件で担当の先生に直接
　お会いするということですので、進展があれば報告していただければと思います。

　先日、文書を出させていただきました。ご覧になっていただけましたでしょうか？理事役員
会で出席率を高めたいということで色々とお話が出まして、私の方で何ができるかなと思い、
提案させていただいたので、その時と同じことをお話しさせていただきます。例会では、卓話
ですごくいいお話が多く聞けますので、そういったことを事前に告知して出席を募って、興味
を持った時にも出席していただけたらということを考えました。直前にこれをやりますよでは
なくて、1 ヶ月位前に告知をして出席を募ったらどうかということで話させていただいて

職場訪問について
今年度の職場訪問は、当クラブ 三浦健至会員
の職場「YSP 八戸　有限会社輪業商会」様を
訪問させていただきました。
YSP 八戸様はヤマハバイクの専門ディーラー
です。新車、海外モデル、中古車、電動自転
車（ＰＡＳ）、除雪機、スノーモビル、発電機、
マリン、ほか点検、修理、車検、純正パーツ、
損害保険の取扱いをしてます。

おりました。各委員長は大変お忙しいと思ってはいるのですけれども、各委員の方々に卓話についてお話しをしていただ
いて、もし何も話すことが無いという場合は、ロータリーの友の勉強会でも良いと思います。出席を促して発表して、ま
た例会が良くなればと思っておりました。こういうのがやりたいんだ、というお話しは、私の方に電話していただいても
結構ですし、事務局に連絡していただいても構いませんので、何かありましたらご連絡いただければと思います。何とか
ご協力の程よろしくお願いいたします。



・会　長　小林　周子　　
・幹　事　畠山　徳陽　　
・副会長　蛇口　和憲

・例会場　八戸プラザホテル
・例会日　木曜日 ( 月 3 回 )

TEL：0178-44-3123
第 1・3　12：30 〜
第 2　　  18：30 〜

・事務局　( 株 )STARS 内　 〒 031-0072 八戸市城下 4 丁目 9-5　 
　TEL ：0178-51-8642　MAIL：hwrc@stars.aomori.jp　 

職場説明について（三浦健至　会員）

集合写真　※撮影時のみマスクを外しております

　皆さんこんにちは。簡単に、二輪の流れを話させて頂ければと思っておりました。人間の乗
り物として子どもだったら三輪車から始まってとかありますけれども、これまで自転車それか
らオートバイ、自動車という流れで変化してきました。この会社は一番最初、うちのおじいさ
んが自転車から手掛けました。おじいさんは二輪の競輪選手になりたかったのですけれども、
関東大震災で東京がめちゃくちゃになったのでその時に戻ってきたみたいです。それから三浦
自転車店というので始めて、私の父親が高校を終わってからは手伝っていたそうです。その時

自転車から電動機付き自電車、バイクというのが流行りだして、今の会社にしたのが私が産まれた昭和 32 年 4 月というと
ころでした。それからメーカーの卸し、特約店ということでメーカーの作ったものを仕入れて販売するという流れで続い
ています。今は 4 代目の私の息子たちのところで、守ってくれてありがたいなと思っておりました。
　乗り物の文化というのも変わってきていて、最初は人の足だったんですよね。その足が、自転車からバイクに変わって
自動車に変わってというので、今では自動車が非常に多くなっております。今から 30 年前は、バイクがどのくらい売れた
かというと、300 万台位です。去年はというと、40 万台を切っています。9 分の 1 とかそのくらいです。その中で乗り物
の足というところから変わって、今は趣味の世界となってきています。バイクでドライブを楽しむという感じです。オー
トバイは、自動車に比べると守るものがないので危険なんですけれども、それに合わせて安全運転の指導をしたりとか、色々
な活動をしております。バイクのブームというのは 20 年くらい前で、家庭を持つようになってバイクを手放した方達が、
リターンライダーというかたちでまたやり始めたというので、再度ブームがきていますけれども、需要は小さいですね。
　色々世界各国のバイクがあってそれを販売していて、メーカーからの指導をもらいながらやっているところで、青森県
でヤマハはうちの店が 2 件あります。青森に 1 件、八戸に 1 件、そして今はたまたま札幌の方でお店の営業権を譲渡いた
だいて、行ったり来たりしながらやっている感じです。そのお茶缶ですけれども、それはバイクレースの選手のところで
ヤマハモーターサイクルスポーツプラザという名称のお店なんですけれども、ヤマハのオートバイ専門店ですよというこ
とで、略称で YSP となっています。それを八戸ということでメーカーから看板をもらって販売しているということです。
　今、若い人がコロナ禍で家に閉じこもるのが嫌になって、海や山に行ったりしているそうです。その為、アウトドア用
品が非常に売れているんですね。それに合わせて、オートバイ・自動車にも目を向けられるようになったのが今の現況み
たいです。オートバイだけではなくて、ヤマハでは除雪機も扱っています。2、30 年前は除雪機はいらないという話だっ
たんですけれども、今は雪片付けが大変だというので時代と共に、色々変わってきたなと思っていました。
　オートバイの独特な世界ってありますけれども、女性であれば初めて見る感じとかあると思いますので、そういうのを
教えてもらえればお店作りに役立つかなと思っておりましたので、いろいろご意見をいただければありがたいなと思って
おりました。ありがとうございました。

YSP お茶缶 本日のお弁当（パンメルシ様）


